
                                       

2011 年 5 月 14 日作成（新様式第１版）                                                                          

2016 年 5 月改訂（新記載要領に基づく改訂）                          届出番号：08B3X10007000034 号 

*2021 年 3 月改訂 

                                          

 

器具器械６２ 

歯科用切削器 

一般医療機器 歯科用キュレット JMDN31904000 

 

RDH グレ－シ－キュレット 
 
 

 

【禁忌・禁止】 

破折・破損等の原因になるため、改造等は行わないこと。 

 

 【形状・構造及び原理等】  

 

 

 

種     類 ： K-0 

K-15/16 

K-17/18 

 

【原材料】 

作業部：ステンレス製 

把柄部：シリコンゴム製 

 

【使用目的又は効果】  

歯根面付着物の除去、歯周ポケット及び根面のル－トプレ－ニング 

や炎症性軟組織壁の掻爬除去に用いる器具である。 

 

【使用方法等】  

本品は、歯根面付着物の除去や根面のル－トプレ－ニング等に使用

する。 

[使用方法に関連する使用上の注意] 

○使用前に洗浄・滅菌をして使用すること。 

○患者ごとに取り替えて使用すること。 

 

【使用上の注意】 

①使用目的以外は使用しないこと。 

②使用前に必ず、洗浄・滅菌を行い、[保守・点検に係る事項]を参

照すること。 

(オ－トクレ－ブ滅菌は 115℃で 30 分、121℃で 15 分、132℃で

10 分のいずれかの条件で行うこと。ケミクレ－ブ、EOG 及び薬剤

は、各製造業者の指示に従って使用すること。) 

③強アルカリ・強酸性洗剤・消毒液等は、器具を変色・腐食させる

恐れがあるので使用を避けること。また、金属たわし、クレンザ

－(磨き粉)などは器具の表面を損傷するので汚物除去及び洗浄時

に使用しないこと。 

④破折・曲がり等の原因になるので、使用時に必要以上の応力を加

えないこと。 

⑤金属を腐食させる場合があるので以下の物質を使用しないこと。 

次亜塩素酸ナトリウム、ポピドンヨ－ド、ホルマリン、グルコン

酸クロルヘキシジン、超酸性水、塩化ベンザルコニウム、塩化ベ

ンゼトニウム、フェノ－ル等 

⑥使用後は器具に付着した血液、体液、組織片等を速やかに、除去 

すること。 

 

⑦金属疲労などで破損の恐れがあるため、長期間使用しないこと。 

⑧アレルギ－が認められる方には使用しないこと。 

⑨本品は、患者毎に取り替えて使用すること。 

⑩本品は、歯科医療有資格者以外は使用しないこと。 

 

【保管方法及び有効期間等】 

[保管方法] 

①水分・汚れが付着したまま保管しないこと。  

②本品は、湿度の高い場所に長時間放置すると錆びる恐れがあるの 

で、湿度が低く清潔な場所に保管すること。 

③本品は、歯科の従事者以外は触れないように適切に、保管し管

理すること。 

[有効期間等] 

 本品は使用有効期限を特別定めていないため長時間使用により、 

  材質の疲労・摩耗等で耐久性が低下することがあるため適宜新し 

  い物と交換すること。 

 

【保守・点検に係る事項】   

①使用前・使用後に、破損、ヒビ、傷、変色、腐食等に異常がな

いか確認する事。これらがある場合は、使用を中止する事。又、

長期の使用により金属疲労や摩擦等の劣化が生じるので、適宜

交換すること。 

➁金属たわし、クレンザー（磨き粉）などは器具の表面を損傷す

るので、汚物除去及び洗浄時に使用しないこと。 

 

【包  装】    

 ○各種 1本入包装  

○3本組包装 

 

*【製造販売業者の氏名又は名称及び住所等】 

製造販売業者 ：㈱背戸製作所 

住       所 ：〒300-4223 

              茨城県つくば市小田４５９６－１．   

電  話  番 号 ：０２９－８６７－０３７６ 

ＦＡ Ｘ  番 号 ：０２９－８６７－０４３９ 

 

【販売業者の名称及び住所等】 

販 売 業 者 ：㈱日本歯科工業社 

住       所：〒110-8530 

東京都台東区上野 5－12－8 

電  話  番 号 ：０３－３８３６－２１９１ 

ＦＡ Ｘ  番  号：０３－３８３６－２１９９ 

 

 

 


